
農業経営基盤強化促進法第１８条第１項の規定に基づき、公表します。

１　地域における農業の将来の在り方

（１）　地域農業の現状及び課題

（２）　地域における農業の将来の在り方

２　農業上の利用が行われる農用地等の区域

（１）　地域の概要
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（２）農業上の利用が行われる農用地等の区域の考え方（範囲は、別添地図のとおり）
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富良野市長

市町村名
(市町村コード)

富良野市

（01229）

地域名
（地域内農業集落名）

富良野地区

（下御料、中御料、上御料、島の下、清水山、東学田二区、西学田二区、学田三区、下五
区、中五区、上五区、布部、西扇山一、西扇山二、南扇山一、南扇山二、南扇山三、北
扇山一、北扇山二、北扇山三、南大沼一、南大沼二、北大沼一、北大沼二、東鳥沼一、
東鳥沼二、東鳥沼三、東鳥沼四、東鳥沼新生、西鳥沼一、西鳥沼二、西鳥沼三）

協議の結果を取りまとめた年月日
令和8年9月29日

（第２回）

注１：「地域名」欄には、協議の場が設けられた区域を記載し、農林業センサスの農業集落名を記載してくださ
い。
注２：「協議の結果を取りまとめた年月日」欄には、取りまとめが行われた協議の回数を記載してください。

・農家戸数は181戸あり、平均53.4才で市内の他地域より若い。50代29％、40代23%、30代13％と担い手農業者
の割合が他地域より多い地区となっている。
・土壌は、泥炭およびグライ土が分布するところでは土壌不良と大型機械による下層土の緊密化により、融雪時
期や多雨時期に排水不良を生じるため、土壌不良と排水不良に対する対策が求められる。
・作物は、転作の対応として始まった玉ねぎをはじめ露地野菜の作付けが多い。少雨時には、スプリンクラー等
の活用で対応。多雨時においては、１級河川までの勾配が穏やかで水の流れが遅い地域は水害を招き品質低
下を招く恐れがある。
・選果場などの施設が集積、集約されているが、作物によっては選別経費・出荷経費といったコストが大きい。
・当地区はヘルパー寮がある市街地に近いことから、送迎が他地域より容易に行えることが利点となっている。

・拡大意欲のある担い手への農地の集約化を図る。
・スマート農業と基盤整備事業の活用による効率的な営農体系を図るとともに、労働力の確保を進め作付面積を
堅持する。
・集約された施設をフルに稼働させ、コスト低減を図る。

区域内の農用地等面積 2,527

うち農業上の利用が行われる農用地等の区域の農用地等面積 2,527

（うち保全・管理等が行われる区域の農用地等面積）【任意記載事項】

農業振興地域農用地区域内にある農地で、農業上の利用が行われる区域とする。
以下の農地における営農型太陽光発電事業の実施について、協議の場（令和８年９月29日開催）において、地
域計画の区域内の農地の効率的かつ総合的な利用に支障がないことを確認した。
・富良野市字扇山1610番1、1611番1、1612番1、1615番1、1616番1

注：区域内の農用地等面積は、農業委員会の農地台帳等の面積に基づき記載してください。



３　農業の将来の在り方に向けた農用地の効率的かつ総合的な利用を図るために必要な事項

以下任意記載事項（地域の実情に応じて、必要な事項を選択し、取組方針を記載してください）

（３）基盤整備事業への取組方針

（１）農用地の集積、集約化の方針

農業委員が中心となり、担い手に農用地の集積・集約化を進める。

（２）農地中間管理機構の活用方針

農地バンクを経由した権利移動を中心に、担い手への経営意向を踏まえ段階的に集約化する。

①鳥獣被害防止対策 ②有機・減農薬・減肥料 ③スマート農業 ④畑地化・輸出等 ⑤果樹等

直近で、令和３年度に４つの農地整備事業を活用し、区画整理を実施した。
今後もほ場の大区画化、集約化、排水改良、用水施設の整備等の基盤整備を計画的に推進する。

（４）多様な経営体の確保・育成の取組方針

経営規模の拡大または縮小をしたい者がいた場合は、担い手と地権者が農業委員会と連携しながら集約化を進
める。
酪農・農作業ヘルパー等を利用し、農休日や労働力の確保をすすめる。新規就農者の確保については関係機関
と連携しながら市の担い手センター等が中心に進める。
（５）農業協同組合等の農業支援サービス事業者等への農作業委託の活用方針

担い手への集積による規模拡大後の経営安定のため、ＪＡ等の作業受託事業、農作業ヘルパー事業など労働
力確保対策の充実を図る。

①鳥獣被害対策点検マップ（侵入防止柵や檻の設置状況、放置果樹や目撃・被害発生場所等）作成し、鳥獣被
害対策実施隊員と情報共有を図る。地域を囲う柵の維持・破損個所の速やかな修繕を心がける。個別のほ場を
囲う柵の設置により更に鳥獣被害を軽減する。
②有機質肥料の活用を進め、化学肥料の低減を図る。
③効率的な農業の推進のために高性能な機械・資材の導入、また基地局など通信インフラの整備について検討
する。
④水田の畑地化を進めてきており、基盤整備を行うことで高収益化を図る。ふらの農業協同組合が進める輸出
（たまねぎ）についても取り組みを進める。
⑤主にふらのワインといった地域特産物の振興のため、果樹面積を維持、拡大する。
⑥遊休農地を利用した燃料や資源作物について検討する。
⑦中山間直接支払交付金や多面的機能事業などを活用しながら、水路や道路の管理を維持する。
⑧担い手の利用状況などを考慮の上、出荷・調製施設を整備し、更なる農業用施設の集約化を進める。
⑨地域で作付けされた飼料作物を畜産農家に供給し、家畜排せつ物由来堆肥を耕種農家へ供給して地力増進
をはかり、資源の有効活用と循環をすすめる。
⑩新規戦略作物について普及センターやJAなど関係機関と連携しながら導入について検討する。また、飼料作
物の品質向上を図るため計画的な草地更新をすすめる。

⑥燃料・資源作物等 ⑦保全・管理等 ⑧農業用施設 ⑨耕畜連携等 ⑩その他

【選択した上記の取組方針】


